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今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です

かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の代表取締役 寄本 猛です
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謹賀新年
旧年中は ご厚情を賜り 誠にありがとうございました。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

植物に例えると成長に向かって種子が膨らみ始め
る時期であり、未来への大いなる可能性を感じさ
せます。
また、ねずみは「ねずみ算」と言う言葉がある
ほど子どもをどんどん産んで数を増やしていくこ
とから「子孫繁栄」の象徴でもあります。
子年の人の性格と特徴は「ねずみ＝寝ず身」とさ
れ、真面目にコツコツと働く人が多いようです。
倹約家で不要なものにお金を使わないため、若い
うちから財を成すことができます。
ただ度を越すとケチと噂されることもあるかもし
れませんね。また、鋭い勘とひらめきを持ち「火
事の前にはねずみがいなくなる」「ねずみは沈む
船を去る」などのことわざがあるほどです。
どんな状況でもその危機察知能力を活かせば、人
生を難なく歩んでいけるでしょう。
また、ねずみはどこでも生きていけるだけに、人
や場所をえり好みしません。
環境への適応能力が高く、誰にでも合わせられる
のが特徴です。
コミュニケーション能力に長けているので、自然
と周りに人を惹きつけるでしょう。
その反面、恋愛となると不器用になり、なかなか
気持ちを打ち明けられません。しかし、ひとたび
恋が実れば相手のために一途に尽くすらしいで
す？

令和に年号が変わり、平成に変わった時と同じ
ように最初は少し違和感がありましたがもう
すっかり令和に慣れ、いい年号だなと思われて
いる方も多いかと思われます。
令和の年が世の中が平和で穏やかに過ごすこと
ができればと願うばかりです。

平成から令和に代わる時期は国内では各地で大
きな災害があり、うれしいニュースがあったは
ずなのに災害の印象が強く残っておりますが、
昨年、秋に開催されました ラグビーワールド
カップ2019日本大会 での日本が目標の

に入りにわかファンもたくさんおられ
ましたが、その戦いぶりにも感動させられ、暗
いニュースの多かった中、スポーツで国内を歓
喜の渦を巻き起こしてくれました。昨年の流行
語大賞もこのラグビーから に決
まりました。まさにラグビーブーム到来でしょ
う！

今年、東京で2回目のオリンピックが開催され
る2020年は、日本にとって大きな節目となりま
す。
また、「子年」にあたり、再び新しい十二支の
サイクルがスタートする年でもあります。子年
は新しい運気のサイクルの始まりらしいです。

今年「子年」でない方も
「ねずみ」の良いところ取
りして、あやかり良い一年
になるよう祈念致します。
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～安心・安全・健康で快適な住まいつくりのお手伝い～
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facebookで日頃の出来事や現場の進行状況を掲載しています。

最後まで読んでいただきありがとうございます。不定期ではありますがこの『JYONAN通信』で
弊社の取り組み・出来事・イベントなどのお知らせの発行が出来ればと思っております。

※この通信紙及びチラシの送付でご迷惑をおかけしていましたら恐れ入りますがご連絡いただければ 送付を取りやめさせていただきます。
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私たちの暮らしにおいて、災害への備えは大きなテーマのひとつです。
水や食料の備蓄など、さまざまな備えがありますが、家づくりの段階で
工夫のできることも多くあります。また、創エネや省エネとも深い関係があります。
そんな災害への備えを学んで、家族が安心して暮せる家づくりをはじめましょう。お分
かりいただいている事も多いかもしれませんが、この通信で何回かに分けて要点をお知らせいたします。

★☆災害に備えた家づくり☆★

家族を守るためにも、災害に備えた家づくりを始めましょう！

1. まずは、日常の暮らしでできる災害への備え（日頃の備え）
基本は災害後の最低3日間、自力でしのげる備え。
ここでは備えの一部ですが、自分たちの災害にあった備えを家族で考えてみてください。

災害時に大切なことは、
最新の情報を把握するこ
とと自分の身を守ること
です。マルチ機能の手巻
き充電式ラジオや防寒・
保温シートは是非用意し
ておきたい代表的なアイ
テムです。

便利な防災用品

飲料水は１人1日3ℓが目
安で3～4日分をストック。
食料は、非常食というよ
り普段食べ慣れているレ
トルト・インスタント食
品を中心に、消費しなが
ら補充していくのが理想

的です。

非常食・飲料水の
備えと工夫

飲料水以外にも生活用水
が必要です。そこで重宝
するのがお風呂の残り湯。
水洗トイレなどの雑用水
としても利用できますの
で、お風呂にはなるべく
水をはっておくようにし
ましょう。

お風呂の汲み置き

お風呂の汲み置きはでき
そうにないというお宅に
おすすめは、屋外での雨
水タンクの利用です。雨
が降れば自動的に溜まり、
普段はお花の水やり、洗
車などに使えるエコな備
えです。

雨水タンク

非常用の照明は各部屋に
一つずつ、さっと使える
場所に。廊下の常夜灯に
は、停電や地震を感知し
たら自動で点灯し、コン
セントから外すと懐中電
灯になる便利な照明もあ
ります。

非常用の照明

テントや寝袋、ランタン、
バーナーなどのキャンプ
用品は、すべてが災害へ
の備えになるものばかり
です。納戸や屋外の物置
などにまとめて収納して
おけば、いざというとき
に役立ちます。

キャンプ用品の活用

乳幼児がいらっしゃるお
宅では、オムツや粉ミル
クなどの必需品をしっか
りストック。子供には、
いつも食べているおやつ
があれば安心感にもつな
がり、非常食のひとつに
もなります。

乳幼児用品・
子供のおやつ

非常用持ち出しセットは、
最も重要な備えです。飲
料水や非常食、医薬品、
携帯ラジオや懐中電灯、
防寒具、貴重品など、便
利なセット売りのものを
アレンジしてもよいので
はないでしょうか。

持ち出しセットの
用意


